
シーニックバイウェイ北海道の本格的展開に向けた検討について

■シーニックバイウェイ制度導入の目的

「シーニックバイウェイ北海道」とは、沿道景観の優れたルートにおいて、
地域と行政が連携し、沿道景観の保全・改善による「美しい景観づくり」、
「活力ある地域づくり」、「魅力ある観光空間づくり」を行う施策です。

●シーニックバイウェイとは？
　「シーニックバイウェイ制度」とは、そも
そもアメリカで始まった道を通して地域資
源の保全・整備を行い観光振興を目指
すプログラムです。
　「シーニック」とは英語のシーンの形容
詞（SCENIC）、「バイウェイ」とは
「BYWAY」、つまりわき道のことを指して
います。アメリカでは1989年にシーニッ
クバイウェイ法が制定され、現在96箇所
が連邦政府からシーニックバイウェイとし
て指定を受けています。

【３つの連携要素】
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行　政

○安全・安心な交通の確保
○美しい沿道景観・国土づくりの創出
○普及啓発によるブランド化の確立

舞台装置づくり

地　域（住民,NPO,企業等)

○地域活性化への取り組み（提案・実施）
○地域固有資源の再発見・保全・活用
○地域情報の発信

地域への愛着、誇りの醸成
訪れる人へのホスピタリティ向上

連 携

■制度の理念

・美しいツーリング環境の創造

　・個性的な地域環境の創造

　　・美しく誇りが持て活力ある地域の創造

■本格的展開に向けた検討

平成１７年度からの本格的な展開に向け、「北海道におけるシ－ニックバ
イウェイ制度モデル検討委員会」において制度のあり方について検討して
います。



■主な取り組み

●美しい景観づくり

●活力ある地域づくり

●魅力ある観光空間づくり

　沿道の植栽、清掃活動、景観の通信簿作成、等

　シンポジウム、講演会、イベントの開催、等

　情報発信、観光マップ作成、等

●２つのモデルルートと活動団体（平成16年度）
「千歳～ニセコルート」・・・・・２１団体
「旭川～占冠ルート」・・・・・・１７団体　　　　　計３８団体

【道路管理者による景観改善に向けた取り組み事例】
冬期の交通安全上、重要な役割を果たす矢羽根を夏
期限定で一時的に撤去

▼花いっぱい運動▼道路沿道景観診断の取組

▼地域資源・文化・歴史の勉強会

▼体験型観光の実施

▼ＨＰによる情報発信

■検討経緯

平成１４年度　　　　「北海道におけるシーニックバイウェイ
　　　　　　　　　　　　制度導入モデル検討委員会」の設置
平成１５・１６年度　２つのモデルルートを選定し、ＮＰＯなど
　　　　　　　　　　　　の活動団体と連携しながら、取組を行う
平成１７年度　　　　本格運用予定

現　況 試行イメージ

▼ｸﾗﾝｸｲﾝﾌｫｰﾗﾑの実施


